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nm～kmのシームレスな接続による先制的 LC設計評価手法の開発 

 

 

 

 

  



 

 

研究成果の概要 

未利用熱融通を事例に研究のスケールを①nm~mm、②mm~m、③m~kmの 3つに切り分けて

実施したうえで、④「先制的 LC（ライフサイクル）設計評価手法」を実証し、その方法論を確立する

ことを目標とする。 

①nm~mmレベルのマテリアル研究として、複数のゼオライトの吸着等温線および吸着速度を測

定するための希釈充填層試験を製作し、吸着等温線の取得および水熱劣化データの取得を開始

した。また、これらの試験装置を用いてリアクタースケールにおける熱回収率（最大蓄熱容量に対

する実熱回収量の比）を算出した。 

②mm~mレベルのコンポーネント研究として、熱・物質・化学種・運動量保存式を連成した数値

解析モデルを用いて、マテリアルレベルでの研究で得られた各ゼオライトの結果を一部用いて性

能予測を実施した。また、ベンチスケールの蒸気発生試験を用いて、ベンチスケールにおける熱

回収率を算出した。 

③m~kmレベルのシステム研究においては、まず②で用いた数値解析モデルを用いてフルスケ

ールの性能予測を実施し、熱回収率を算出した。以上のリアクター、ベンチ、フルスケールそれぞ

れで算出した熱回収率を用いて、蓄熱輸送システムの LCAを実施した。その結果、リアクター、ベ

ンチスケールの結果を用いると LC-GHG（温室効果ガス）は削減できない結果となったが、フルス

ケールの結果を用いることで GHG削減効果を確認できた。以上より、新興技術の先制的評価で

はリアクタースケールをフルスケールまでスケールアップして性能予測をした上でシステム評価をし

なければ効果的な評価と支配要因の特定、技術開発へのフィードバックが困難であることがわかっ

た。 

④先制的 LC設計評価手法の確立に向け、以上 3つのスケール間でのデータ授受のまとめを

開始した。さらに領域内他さきがけ研究者や他分野の研究者へのヒアリングを開始し、先制的ライ

フサイクル設計評価手法の確立に関して議論を開始した。 

 

 


